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（ホイヘンスの原理）
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ある時刻に到達していた点を
むすぶと波面になるので、
逆に考えると同一波面上の点まで
到達するまでの時間は

- 「 全ての経路で同じといえるのだ。

（ア）屈折の法則よ
り の真空くこれでチーなこえな

で？しに
のひこき、，
（ア）

（イ
つく。が負の値であることに注意

例えば下図のようにCo=-2の場合しのう
とこと

呼三命
なと計算する。

よって今回の場合、
F=f-つく。

となり
の一二.PT#2+-aE=f--ないい



「 続きを含む式を立てる

QとPは同一波面上なので同位相で、ここから
Fまでの時間を計算する。
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たきことに しだ+を
たのまで うつほで

これより

i e m t w e せー ←と是で
これを変形して

Rtm²+y一r一 = f - n ) C o

(f-）(o)2+y。2 = ( f - n ) ( j
/ダ-2fxotxt+yo'=f/2-2fnc o t n'co2

ここでつく。ニーで？より Y。2=-2RCoであり、これを代入して

-2fxotx?-2Rko=-2fnc.tn?C?-
20Co(n-1)f=(n2-1)Ko2+2RCo-
f=h-2いていい

( I ) R》）Coのとき 。（だこ、0、2乗がないので荒い近似）

f =品？"なすときでは ニ n?-
-_-11（エ）


